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そ
の
２
・
公
園
の
魅
力
づ
く
り

一
－
公
園
の
魅
力
づ
く
り
の
事
例

　
こ
こ
四
～
五
年
、
公
園
に
つ
い
て
『
金
太
郎
飴
み
た

い
に
画
一
的
な
公
園
を
量
産
し
て
い
る
』
『
自
然
破
壊

を
し
て
公
園
を
造
っ
て
い
る
』
等
の
批
判
が
あ
る
が
、

私
た
ち
は
現
在
ま
で
に
様
々
な
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

生
き
物
を
公
園
の
魅
力
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し
た
例

○
横
浜
公
園
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
昭
和
五
十
八
年
）

○
弘
明
寺
公
園
の
カ
ブ
ト
虫
里
親
制
度
（
昭
和
六
十
一

年
～
平
成
元
年
）

○
本
牧
市
民
公
園
掻
掘
に
始
ま
る
ト
ン
ボ
池
の
環
境
復

元
（
昭
和
六
十
二
年
）

歴
史
を
公
園
造
り
の
テ
ー
マ
と
し
た
例

○
元
町
公
園
の
遺
跡
（
洋
館
跡
）
発
見
に
伴
う
見
学
テ

ラ
ス
建
設
（
昭
和
五
十
九
年
）

○
元
町
公
園
ジ
ェ
ラ
ー
ル
の
水
屋
敷
水
槽
の
発
見
（
昭

和
六
十
二
年
）

○
元
町
公
園
の
エ
リ
ス
マ
ン
邸
の
移
築
復
元
（
平
成
元

年
～
平
成
二
年
）

○
み
そ
の
公
園
の
横
溝
家
の
現
地
保
存
（
昭
和
六
十
三

年
～
平
成
元
年
）

○
長
屋
門
公
園
の
地
域
利
用
施
設
と
し
て
の
古
民
家
移

築
復
元
（
昭
和
六
十
三
年
～
平
成
三
年
）

他
の
都
市
施
設
と
の
重
層
複
合
施
設

○
山
下
公
園
の
地
下
駐
車
場
（
昭
和
五
十
九
年
～
平
成

元
年
）

　
山
下
公
園
地
下
駐
車
場
の
最
下
部
に
は
山
下
ポ
ン
プ

場
が
あ
り
駐
車
場
の
上
は
人
工
地
盤
に
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
港
の
見
え
る
丘
公
園
、
人
形
の
家
を
結
ぶ
歩
道

橋
の
起
点
に
な
っ
て
い
る
。

　
ポ
ン
プ
場
－
下
水
道
局
、
駐
車
場
－
緑
の
協
会
、
歩

道
橋
－
道
路
局
、
人
工
地
盤
公
園
｜
緑
政
局
、
こ
の
よ

う
に
各
施
設
の
設
置
者
・
主
体
が
異
な
っ
て
お
り
、
正

に
重
層
複
合
施
設
の
代
表
で
あ
る

○
下
水
処
理
場
上
部
利
用
公
園
・
小
港
南
公
園
・
太
尾

公
園
・
小
菅
ケ
谷
公
園

○
配
水
地
上
部
利
用
公
園

計
画
・
建
設
の
プ
ロ
セ
ス
に
地
域
住
民
が
参
加
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
の
公
園
づ
く
り
（
二
十
三
頁
参
照
）

①
―
弘
明
寺
公
園
の
カ
ブ
ト
虫
里
親
制
度

　
　
こ
こ
で
は
、
生
き
物
を
公
園
の
魅
力
作
り
の
テ
ー
マ

　
と
し
た
『
弘
明
寺
公
園
の
カ
ブ
ト
虫
里
親
制
度
』
に
つ

　
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
　
弘
明
寺
公
園
は
、
京
急
弘
明
寺
駅
の
前
と
い
う
よ
り

　
も
、
弘
明
寺
公
園
の
中
に
駅
が
あ
る
と
言
っ
た
方
が
よ

い
立
地
に
あ
る
。
し
か
し
、
春
の
お
花
見
、
夏
の
プ
ー

ル
利
用
以
外
に
は
、
来
園
者
が
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

　
六
十
二
年
の
台
風
に
よ
る
土
砂
の
流
失
で
民
家
へ
の

被
害
が
発
生
し
、
こ
れ
を
契
機
に
魅
力
あ
る
公
園
に
す

る
た
め
に
種
々
検
討
を
し
た
結
果
、
公
園
で
こ
ど
も
が

よ
く
知
っ
て
い
る
生
き
物
が
採
れ
れ
ば
と
考
え
た
（
公

園
は
都
市
の
自
然
を
保
全
、
環
境
復
元
が
行
え
る
唯
一

の
場
）
。
ち
ょ
う
ど
群
馬
県
昭
和
村
の
赤
城
青
少
年
野

外
活
動
セ
ン
タ
ー
付
近
に
は
、
カ
ブ
ト
虫
が
毎
年
大
量

発
生
し
て
い
る
と
の
話
を
耳
に
し
、
問
い
合
わ
せ
を
し

た
と
こ
ろ
、
分
け
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
弘
明

カブト虫と遊ぶ子どもたち

52調査季報109－91.3



特集・身近なまちづくり③地域施設とコミュニティ

カブト虫と友達になろう！寺
公
園
は
、
な
ら
・
こ
な
ら
・
け
や
き
・
さ
く
ら
な
ど

の
落
葉
樹
が
多
い
と
い
う
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
、
十

年
前
ま
で
は
そ
こ
か
し
こ
で
採
れ
た
カ
ブ
ト
虫
の
森
の

復
元
を
行
う
に
は
最
適
で
あ
っ
た
。

　
目
的
は
、
公
園
内
で
こ
ど
も
が
カ
ブ
ト
虫
を
採
れ
る

森
の
復
元
で
あ
る
が
、
公
園
の
樹
林
地
は
、
単
純
な
管

理
に
よ
り
裸
地
と
な
っ
て
お
り
、
カ
ブ
ト
虫
が
産
卵
し
、

生
育
で
き
る
環
境
で
な
い
た
め
、
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー

の
設
置
を
行
う
と
と
も
に
、
樹
林
地
に
落
ち
葉
を
集
め

る
な
ど
の
環
境
復
元
に
努
め
た
。

　
さ
ら
に
、
情
操
教
育
、
自
然
環
境
思
想
の
啓
発
の
観

点
か
ら
、
夏
休
み
の
間
、
こ
ど
も
に
、
カ
ブ
ト
虫
の
つ

が
い
の
生
育
を
任
せ
、
夏
休
み
の
終
わ
り
に
卵
を
公
園

に
持
っ
て
き
た
子
に
『
カ
ブ
ト
虫
飼
育
パ
ス
ポ
ー
ト
』

を
渡
し
、
翌
年
は
、
幼
虫
か
ら
飼
育
し
て
も
ら
う
カ
ブ

ト
虫
里
親
制
度
を
取
り
入
れ
た
。

　
弘
明
寺
公
園
の
カ
ブ
ト
虫
は
、
一
例
で
あ
る
が
、
生

き
物
、
歴
史
、
重
層
複
合
施
設
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方

式
な
ど
各
種
の
公
園
を
造
っ
て
き
て
い
る
。

ニ
ー
七
つ
の
問
題
点

　
公
園
に
対
す
る
批
判
は
七
つ
の
問
題
点
と
し
て
整
理

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

①
禁
止
行
為
、
行
為
制
限
の
多
さ

②
市
民
要
望
の
変
化
（
社
会
の
多
様
化
等
に
た
い
す
る

順
応
の
悪
さ
）

　
ア
　
箱
物
の
設
置
要
望

　
イ
　
他
の
都
市
施
設
と
の
重
層
・
複
合
利
用

③
安
全
性
の
確
保

④
市
民
意
識
（
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
）

⑤
公
園
建
設
に
対
す
る
不
満

⑥
管
理
水
準
の
低
さ

⑦
愛
護
会
活
動
に
お
け
る
公
園
運
営
へ
の
参
加
要
望

　
公
価
の
活
性
化
を
阻
害
し
て
い
る
要
因
と
し
て
以
上

七
項
目
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
は
紙
面
の
関
係
上
①

～
④
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

①
－
禁
止
行
為
、
行
為
制
限
事
項
の
多
さ

　
法
に
お
け
る
禁
止
行
為
は
十
項
目
あ
り
、
特
に
障
害

と
な
る
の
は
『
鳥
獣
の
類
を
捕
獲
し
、
又
は
殺
傷
す
る

こ
と
』
『
竹
林
を
伐
採
し
、
若
し
く
は
植
物
を
採
取
し
、

又
は
こ
れ
ら
を
傷
つ
け
る
こ
と
』
『
危
険
の
お
そ
れ
の

あ
る
行
為
又
は
、
他
人
の
迷
惑
と
な
る
行
為
を
す
る
こ

と
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
禁
止
行
為
に
よ
り
、
公
園
で

鳥
獣
の
類
の
捕
獲
を
行
う
事
は
な
い
が
、
バ
ッ
ク
、
か

ぶ
と
虫
、
ト
ン
ボ
な
ど
を
と
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ま

た
、
笥
が
り
、
レ
ン
グ
摘
み
、
菜
の
花
摘
み
、
木
登
り

な
ど
自
然
に
親
し
む
行
為
が
禁
止
事
項
に
な
っ
て
し
ま
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「
公
園
は
、
市
民
全
体
の
財
産
な
の
で
特
定
の
住
民

だ
け
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う

管
理
者
の
一
言
で
要
望
は
片
付
け
ら
れ
、
公
共
性
、
公

平
性
を
た
て
に
さ
れ
る
と
何
と
な
く
納
得
し
た
か
た
ち

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
次
に
、
行
為
の
制
限
事
項
は
八
項
目
あ
る
。
『
競
技

会
、
展
示
会
、
博
覧
会
、
祭
礼
、
集
会
、
そ
の
他
こ
れ

ら
類
す
る
催
の
た
め
の
公
園
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
一

時
的
に
独
占
し
て
使
用
す
る
こ
と
』
『
花
火
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
等
火
気
を
使
用
す
る
こ
と
』
で
あ
る
。

愛
護
会
活
動
と
称
す
る
単
純
役
務
に
よ
る
行
政
協
力
を

は
た
し
て
い
る
住
民
で
さ
え
も
、
公
園
を
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
等
に
使
用
す
る
時
は
、
行
為
許
可
申
請
と
使
用
料
の

支
払
い
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
夏
の
子
供
会
花
火
大

会
、
町
内
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
暮
の
餅
つ
き
等
に
つ
い
て

も
申
請
が
必
要
と
な
り
、
同
じ
く
使
用
料
の
支
払
い
が

必
要
と
な
る
。

　
禁
止
行
為
に
つ
い
て
は
、
生
物
環
境
復
元
を
目
指
し

た
公
園
造
り
を
行
い
、
市
民
、
地
域
住
民
の
モ
ラ
ル
の

向
上
を
計
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境
へ
の
理
解
を
得
る

事
に
よ
り
弾
力
的
運
用
が
必
要
に
な
ろ
う
。

　
例
え
ば
、
『
バ
ッ
ク
の
い
る
原
っ
ぱ
広
場
・
公
園
』

を
つ
く
る
に
は
、
草
丈
を
三
〇
ｍ
程
度
に
し
、
地
域
住

民
と
採
る
時
期
を
決
め
、
サ
ン
ク
チ
ュ
リ
ア
ー
を
設
定

す
る
。
近
隣
住
民
、
地
域
住
民
に
は
、
自
然
界
で
は
バ
ッ

ク
だ
け
で
な
く
、
『
蚊
』
な
ど
の
昆
虫
も
同
時
に
発
生

す
る
と
い
う
よ
う
な
自
然
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
て

　
さ
ら
に
、
自
然
環
境
の
理
解
と
啓
発
、
特
色
あ
る
公

園
の
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
に
実
行
委
員
会
を
組
織
し
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
。

　
行
為
制
限
事
項
の
矛
盾
は
、
一
般
的
に
は
児
童
公
園
、

近
隣
公
園
で
起
こ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
公
園
種
別
ご
と

の
基
準
が
な
い
た
め
、
不
合
理
と
知
り
つ
つ
も
法
に
基

づ
き
形
式
的
に
回
答
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
態
に
な
る
。

児
童
公
園
、
近
隣
公
園
の
利
用
者
は
近
隣
住
民
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
住
民
の
意
向
を
的
確
に
反
映
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
各
区
の
市
民
課
が
弾
力
的
に
運
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
大
方
の
問
題
は
解
決
す
る
と
考
え
る
。

②
‐
市
民
要
望
の
変
化
（
社
会
の
多
様
化
等
に
た
い
す

　
　
る
順
応
の
悪
さ
）

ア
　
箱
物
の
設
置
要
望

　
最
近
、
余
暇
の
拡
大
、
高
齢
化
に
と
も
な
い
公
園
利

用
も
増
大
し
て
く
る
な
か
で
児
童
、
近
隣
公
園
に
、
少

年
野
球
、
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
の
利

用
の
拠
点
に
な
る
、
俗
に
い
う
箱
物
の
建
設
要
望
が
多

く
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
後
の
『
こ
ど
も
ロ
グ
ハ

ウ
ス
』
に
変
化
す
る
が
、
当
初
は
、
公
園
利
用
の
拡
大
、

特
色
あ
る
公
園
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
利
用
者
が

減
少
す
る
冬
季
、
夏
李
と
雨
天
時
の
対
策
の
検
討
を
行
っ

て
い
た
。
こ
の
時
は
、
少
年
野
球
、
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
々
の
会
合
や
反
省
会
、
時
に
は
、
連

合
町
内
会
会
議
に
も
使
え
る
施
設
と
し
、
忘
年
会
な
ど

に
も
利
用
で
き
、
夜
間
利
用
も
で
き
る
施
設
と
考
え
て

い
た
。
当
初
の
問
題
と
し
て
、

一
、
町
内
会
館
（
連
合
町
内
会
館
）
は
、
公
園
施
設
で

な
い
た
め
建
設
で
き
な
い
。

二
、
特
定
の
団
体
に
独
占
使
用
さ
れ
て
し
ま
う
。

三
、
管
理
主
体
が
地
域
住
民
で
は
管
理
能
力
に
問
題
が

あ
る
。

の
三
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
第
一
点
は
集

会
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
、
第
二
点
は
連
合

町
内
会
単
位
で
の
運
用
団
体
の
結
成
を
行
う
こ
と
に
よ

り
独
占
使
用
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
第
三
点

目
は
、
実
際
に
公
園
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
の
は
地
域

住
民
（
公
園
愛
護
会
）
で
あ
る
か
ら
、
運
営
能
力
も
認

め
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
公
園
内
に
お
け
る

箱
物
は
、
公
園
愛
護
精
神
の
醸
成
と
公
園
を
中
心
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
い
う
新
た
な
ソ
フ
ト
づ
く

り
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で

あ
る
。

イ
　
他
の
都
市
施
設
と
の
重
層
・
複
合

　
現
在
ま
で
、
各
都
市
施
設
は
平
面
配
置
に
よ
る
設
置

を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
、
公
共
施
設
用
地
確
保
の

困
難
さ
と
効
率
的
な
配
置
の
観
点
か
ら
も
、
各
施
設
が

重
層
・
複
合
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
小
・
中
学
校
と
複
合
利
用
す
る
こ
と
に
よ
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り
、
授
業
の
無
い
と
き
は
自
由
利
用
が
で
き
、
閉
鎖
さ

れ
な
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
な
る
し
、
さ
ら

に
、
保
育
園
と
公
園
が
複
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

広
い
広
場
が
確
保
さ
れ
、
園
児
の
運
動
能
力
の
向
上
に

役
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
都
心
部
の
公
園
の
場
合

は
、
都
市
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
周
辺
に
居
住
す
る
住

民
が
減
少
し
、
公
園
最
大
の
利
用
者
が
ホ
ー
ム
レ
ス
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
然
環
境
の
悪
化
に
よ
り
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
特
性
を
失
っ
た
公
園
が
数
多

く
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
公
園
と
し
て
の
立
地

は
最
悪
で
あ
る
が
、
他
の
施
設
、
例
え
ば
駐
車
場
な
ど

の
施
設
と
し
て
は
最
良
の
条
件
を
備
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
公
園
の
複
合
・
重
層
化
に
よ
り
公
園

と
地
域
の
活
性
化
が
計
ら
れ
る
と
共
に
、
他
の
都
市
施

設
機
能
を
補
完
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
旦
休
的
な
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
、
日
照
が
確
保
で
き
ず
、
社
会
環
境
も
悪

い
公
園
は
、
運
動
施
設
を
ビ
ル
の
各
フ
ロ
ア
ー
で
行
う
、

ア
ト
リ
ュ
ー
ム
を
建
設
し
、
公
園
の
イ
ン
ド
ア
化
を
計
っ

た
り
、
地
下
、
半
地
下
に
駐
車
場
な
ど
の
施
設
を
設
置

し
、
複
合
・
重
層
化
を
計
る
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
重
層
・
複
合
化
は
、
解
決
す
べ
き
制
度
上
の
問
題
が

数
多
く
あ
る
が
実
例
も
あ
り
解
決
で
き
な
い
問
題
で
な

い
。
公
園
法
は
全
国
一
律
の
整
備
盈
則
提
に
し
て
お
り
、

三
百
万
人
を
超
え
る
大
都
市
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い

の
で
、
市
民
と
都
市
が
必
要
な
ら
ば
制
度
と
運
用
を
変

え
る
べ
き
で
あ
る
。

③
－
安
全
性
の
確
保

　
　
『
公
園
は
安
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
。
し
か
し
、

安
全
で
あ
る
こ
と
は
事
故
が
な
い
こ
と
で
あ
り
、
事
故

の
お
き
な
い
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
条

件
を
満
足
さ
せ
る
と
、
今
度
は
、
『
公
園
に
は
自
然
が

な
い
』
と
い
う
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
遊
具
の
安
全
性
の
観
点
か
ら
は
、
『
安
全
性
は
単
純

な
動
き
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
』
。
本
市
の
遊
具
は
よ
く

研
究
さ
れ
て
お
り
、
滑
り
台
な
ど
は
階
段
を
登
る
と
き

に
「
の
け
反
っ
て
手
を
離
さ
」
な
い
限
り
転
落
し
な
い

し
、
滑
面
か
ら
の
転
落
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
ブ

ラ
ン
コ
で
は
「
手
を
離
さ
」
な
い
限
り
事
故
は
な
い
。

つ
ま
り
単
一
運
動
し
か
な
い
の
で
事
故
は
非
常
に
少
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
単
純
な
も
の
よ

り
も
複
合
遊
具
の
よ
う
な
『
面
白
い
も
の
』
＝
冒
険
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
危
険
分
担
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
得
る
必
要
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
自
然
の
中
は
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
く
管
理
者
の
安

全
確
保
の
予
測
が
つ
か
な
い
の
で
、
今
ま
で
人
工
的
な

施
設
と
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
安
全
性
を
確
保
し
て

き
た
。
具
体
的
に
は
、
濯
漑
用
溜
池
や
池
を
残
す
よ
り

も
埋
め
立
て
を
行
い
広
場
を
設
置
し
危
険
を
回
避
し
て

き
た
。
こ
れ
は
、
無
論
市
民
要
望
で
も
あ
っ
た
。

　
現
在
は
、
失
わ
れ
た
自
然
の
復
活
を
目
指
し
て
、

『
環
境
復
元
』
『
エ
コ
・
シ
テ
ィ
ー
』
な
ど
の
言
葉
と
運

動
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
常
に
論
議
に
な
る
の
は
、

『
命
』
と
『
自
然
』
の
二
者
択
一
論
議
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
論
議
は
、
「
あ
そ
こ
に
池
が
あ
っ
た
か
ら
怪
我
を

し
た
」
「
あ
そ
こ
に
○
○
が
あ
っ
た
か
ら
事
故
が
お
き

た
」
「
だ
か
ら
無
い
方
が
よ
い
」
。
こ
の
よ
う
な
短
絡
思

考
が
多
い
。
事
故
は
未
然
に
防
ぐ
努
力
は
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
多
く
の
市
民
と
未
来
の
市
民
が
甘
受
す

べ
き
自
然
環
境
を
、
レ
ア
ー
ケ
ー
ス
に
よ
り
判
断
し
、

失
っ
て
ば
な
ら
な
い
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
安
全
確
保
の
た
め
に
市
民
と

責
任
分
担
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
自
然
環
境
保
全
、
環

境
復
元
の
啓
発
な
ど
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
必
要
が
あ

ろ
う
。

④
－
市
民
意
識
（
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
）

　
公
園
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
説
明
会
を
お
こ
な

う
。
公
園
は
、
一
般
的
に
は
歓
迎
さ
れ
る
施
設
で
は
あ

る
が
、
隣
接
す
る
住
民
か
ら
は
苦
情
が
相
次
ぐ
。
例
え

ば
、
「
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
が
気
に
入
っ
て
こ
の
地
に

移
り
住
ん
だ
が
公
園
に
な
る
と
環
境
が
変
わ
る
の
で
建

設
反
対
」
。
前
記
の
住
民
が
今
度
は
「
公
園
が
南
に
あ
っ

て
日
当
た
り
が
悪
い
の
で
樹
木
を
切
っ
て
ほ
し
い
」
。

「
遊
具
は
音
が
し
て
う
る
さ
い
の
で
設
置
し
な
い
で
ほ

し
い
」
「
ト
イ
レ
は
是
非
必
要
だ
が
、
自
分
の
家
の
前

で
は
困
る
」
。
こ
の
様
に
千
差
万
別
の
苦
情
や
反
対
意

見
が
続
出
す
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
反
対
さ
れ
る
施
設
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ミュニテイ特集・身近なまちづくり③,地域施設とコ

の
設
置
に
つ
い
て
で
あ
る
。
地
域
に
必
要
な
も
の
は
、

地
域
が
要
求
し
た
と
き
に
設
置
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
つ
ま
り
、
「
公
園
施
設
だ
か
ら
設
置
す
る
」
の
で

は
な
く
、
住
民
が
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
１
木
製
遊
具
に
し
て
も
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
し

て
も
住
民
の
要
望
が
ま
と
ま
っ
た
と
き
に
設
置
す
べ
き

も
の
で
は
な
い
か
（
同
じ
費
用
が
か
か
る
な
ら
喜
ば
れ

る
と
き
に
設
置
し
た
ほ
う
が
有
効
な
投
資
で
あ
る
）
。

三
－
公
園
の
多
様
な
可
能
性

横浜公園のチューリップ

ば
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
公
園
ぐ
ら
い
自

由
に
意
見
を
言
え
、
自
由
な
施
設
が
設
置
で
き
、
利
用

で
き
る
施
設
は
他
の
都
市
施
設
に
は
み
ら
れ
な
い
。
も

し
、
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
規
則
の
運
用
、
施
設

の
運
用
管
理
機
能
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
少
な
さ
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
』
。

　
横
浜
公
園
の
『
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
』
、
弘
明
寺
公
園
の

『
カ
ブ
ト
虫
里
親
制
度
』
に
よ
る
地
域
イ
ベ
ン
ト
、
本

牧
市
民
公
園
の
『
ト
ン
ボ
池
の
環
境
創
造
』
（
地
域
住

民
に
よ
る
ト
ン
ボ
ー
イ
ベ
ン
ト
）
、
『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
る
公
園
づ
く
り
』
（
建
設
時
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

高
い
が
時
間
の
経
過
と
共
に
住
民
の
関
心
が
う
す
れ
る
。

以
上
が
公
園
の
阻
害
要
因
で
あ
る
と
同
時
に
裏
返
せ

トンポ池（本牧市民公園）

舞岡の田植え

今
後
の
課
題
と
し
て
持
続
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
完

成
し
な
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
持
続
性
）
の
検
討
が
必

要
で
あ
ろ
う
）
、
『
舞
岡
公
園
の
農
業
景
観
保
全
』
（
舞

岡
の
特
徴
は
水
田
の
原
風
景
の
保
存
で
あ
る
。
農
業
と

い
う
産
業
で
は
横
浜
の
田
園
風
景
の
存
続
は
有
昨
得
ず
、

公
園
の
景
観
と
し
、
景
観
保
全
の
市
民
活
動
に
の
み
存

続
可
能
で
あ
ろ
う
）
、
こ
の
よ
う
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

な
ど
の
花
が
咲
き
、
カ
ブ
ト
虫
や
ト
ン
ボ
が
と
れ
、
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
田
園
風
景
を
保
全
、
育
成
す
る
農
業
体

験
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
市
民
に
提
供
さ
れ
、
さ
ら
に
、
公

園
づ
く
り
も
住
民
参
加
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
公
園
に
は

色
々
な
特
色
と
多
様
な
可
能
性
が
あ
る
。

　
△
告
田
＝
緑
政
局
公
園
部
建
設
課
建
設
第
二
係
長
▽
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